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　環境が激変した時期として、約 1.5 万年前の寒冷期
から 1 万年前以降の温暖期への 5 千年間がある。この
間、生物は各自の生態的地位（ニッチ）に適合すべく
移動し､ 生態系の再編があった。日本列島での人類は、
旧石器人から縄文人に代わった。すなわち、旧石器人
は変わる環境にニッチを保守したことで縄文人になっ
たと考える。ヒトのニッチは森の樹上生活のサルと分
かれた時から、二足歩行に適した草原である。以来、
地球上の人類は環境の変化で変わる草原を求めて移動
した。そうした移動は大陸では容易であった。他方、
寒冷期に日本列島に渡来した旧石器人は、その後の温
暖化による海面の上昇で大陸から切り離され、退路を
断たれた。そんな列島にあって森林化で縮小する草原
を求めての移動は困難を極めた。しかし、古代人は山
火事が草原を作ることを知っていたので、火を使って
必要な場所の森を草原に変えた。それにより定住が始
まり、縄文文化が誕生したと考える。
　以来、山焼きによる草原づくりが縄文文化の基層と
なって、1 万年も続き、縄文時代を画した。長期間の山

焼きによる炭の粉（微粒炭）は、風成塵と共に堆積し、
黒色の腐植を保持してクロボク土を形成した。クロボク
土は縄文遺跡の密度が高い北海道南部や新潟県を含めた
東北地方の段丘・丘陵上などでの発達が良好である。
　信州のクロボク土に関しては故郷の上田周辺では、
低地や丘陵地にはほとんど見当たらない。浅間山や
八ヶ岳山麓、あるいは菅平などの高所で見られる。一
昨年、佐久市香坂山遺跡の旧石器の発掘現場（標高
1,130 ｍ）を訪れた。褐色のローム層などが日本最古
の旧石器を厚く埋積していたが、その最上部には黒々
と発達（約 60cm）するクロボク土があった。山奥で
の予期せぬ黒土との遭遇に戸惑った。信州のクロボク
土はなぜ高所に分布するのか？ここまでの一連のキー
ワード「旧石器人、ニッチ、山焼き、草原、縄文人、
クロボク土」は信州の「高所」にどのように関わるの
だろうか。
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